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概略 :
電界発光 (エレクトロ.ルミネセンス:EL)とは電気エネルギーを光エネルギーヘ換える手
法の一つで、従来のTVブラウン管や液晶表示とは異なる原理によつて作動するもので、電極
間に低ないし高有機分子または有機金属錯体から成る多層薄膜を作 り、電流を通して発光性
分子を励起し、そこから発する光によつて表示機能を発現するものである。以上のことから
有機 ELとも呼ばれるが、無機化合物半導体発光ダイオー ド (LED)に動作機序が似ており、
有機 LEDとも呼ばれる。有機 EL素子は低い直流電圧で高い発光輝度をもつことから、従来の
ものに置き換わって次世代の画面表示や信号等に用いうる素子として、研究開発が進められ
ている技術である。1987年のコダック社の Tangらの発明に端を発し、産学において多くの
研究成果が得られており、発光過程には蛍光を利用するものと、りん光を利用するものがあ
り、蛍光素子は試作段階から実用化段階に進展しつつあるが、消費電力の効率と素材の耐久
性の点で問題があり、現時点での実用化には用途的な限定を避けられないが現状である。以
上のことから、本研究プロジェク トでは、より効率的で、寿命の長い有機 EL発光材料の開発
を主眼に、新たな発光材料を創成 しようとするものである。多くの場合、発光材料にはπ電
子系化合物類ないしそれらを部分構造にもつ分子が用いられることから、当面の開発指針と
しては、従来プロジェクト研究員らが合成してきた新規なπ電子系化合物類を直接またはそ
れを部分構造に組み込んだ発光材料を用いることで研究開発に取り組んでいる。より具体的
には、蛍光材料としてはホウ素含有π電子系有機化合物、りん光材料としてはベンゼン系な
らびに非ベンゼン系π電子系化合物を配位子とする遷移金属錯体について研究している。以
下に、それぞれの材料ごとに研究の進捗状況について述べる。
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(1)ホウ素含有π電子系共役化合物 :
ホウ素含有π電子系有機化合物は、電子受容能を持つホウ素を有する特徴的な有機化合物
であり、特に トリフェニルボランを基本骨格とした化合物が、蛍光発光材料として有望視さ
れている。本プロジェクトにおいても、ホウ素含有π電子系有機化合物が トリフェニルボラ
ンに限らず強い蛍光発光を持つものが多いことに着目し、種々の共役系骨格を有する新規な
蛍光発光材料の増J出を目指している。特に、一般にホウ素化合物自体が高い化学反応性を有
することから、特にルイス錯体の形成による安定化を目指し、化合物の特性を失わせない配
位子の開発と炭素共役系へのホウ素原子の新規導入法の開発を行なっている。現在までに既
知の手法を援用した数種のホウ素含有π電子系化合物の合成と蛍光発光能の評価を行なつて
おり、現在配位子の影響について検討を行なっている。
(2)新規なπ電子系化合物を配位子とする遷移金属錯体の創出 :
典型的なりん光発光材料にはIr(ppy)3[ppy=2-フェニルピリジン]やオクタエチルポルフ
ィリン白金錯体などが有望視されている。錯体の中心遷移金属の重原子効果がりん光発光に
重要なことから、本プロジェクトにおいてもオスミウム、イリジウムならびに白金を主体と
した新規な遷移金属錯体の創出を目指し、その配位子として含窒素ないし含燐原子芳香環分
子を設計し、錯化を検討する方針である。特に、錯体の熱力学的安定性を増し、かつ膜形成
時におけるより低温での蒸着を可能にするために昇華点の低い錯体を見い出すべく、配位子
数を可能な限り少なくし、またフッ素原子を導入して分子間力を減じることを最終設計指針
としている。現在までに、数種の候補配位子の合成を行つたところで、今後錯化ならびにそ
の物性について検討する予定である。
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